
電源開発株式会社「（仮称）福井大野・池田ウインドファーム事業環境影響評価方法書」に

対する勧告内容  

 

１．渡り鳥の調査に当たっては、実態が把握できるよう、対象事業実施区域及びその周辺に

おいて、適切に調査地点数を設定すること。  

 

２．生態系の典型性注目種については、採餌環境などの生息状況等を踏まえ、適切に選定を

行うこと。  

 

３．植物の調査については、早春に開花する種に配慮し、調査の時期を設定すること。  

 

（福井県知事からの意見書の写しを添付） 


